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ⒸEARTHFRIENDS TOKYOZ/S.OhmuraⒸEARTHFRIENDS TOKYOZ/S.Ohmura

　発生確率が非常に高い「東京湾北部地震」を想定し、ボランティア
受付から現地への送り出しまでの一連の流れを訓練しました。
　今回の特徴は、民生委員児童委員や区民ボランティア、NPO法人
大田区介護支援専門員連絡会などの関係団体のみなさんのご協力に

より、約100名の災害ボランティア役が集まったことで、より実践的に
取り組めたことです。
　訓練を通じて浮き彫りになった課題は、関係者で共有し、今後の運
営に反映していきます。

　こうした訓練はもっと広く区民に伝えていくことが大事だと思いました。
　参加してみて、ボランティア保険の加入が必要なことを知りました。また、知らない人同士が一
緒になってボランティアに参加するので、グループづくりの工夫や注意事項のアナウンスをもっ
と丁寧にするなど課題も見えましたので、今後も訓練を続けてほしいと思いました。

　昨年はボランティア役でしたが、今年は運営側の立場で参加しました。ボランティア役の方は、民生委員児童委員
の方だったので、きちんと整列してくれましたが、実際は他の被災地でのボランティア経験のある方たちが来ます。
スムーズに受付ができないと混乱を招くことがあると思うので、今回の反省点を次回の訓練に活かしたいと思いま
した。

訓 練 参 加 者 の 声

区民ボランティア（髙橋憲太さん）

大森西地区民生委員児童委員協議会（山崎会長、長沼副会長、角田副会長）

問い合わせ：おおたボランティアセンター ☎03-3736-5555

大田区

大田社協

micsおおた
（区民活動支援施設蒲田）

と連携して実施と連携して実施

「大田区災害ボランティア
センター運営訓練」を

「大田区災害ボランティア
センター運営訓練」を

平成31年1月7日大田区民ホール・アプリコにて実施

詳しくは
3面へ
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　「子どもたちの率直な声を、団体同士で共有することを、このプロジェクトのスタートにしたい」そんな思いから生まれ
たこのアンケートは、普段何をしていて、どんなことを大人たちに伝えたいかを子どもたちに尋ねる内容としました。

　集まった子どもの「声」の数は、なんと             　  にもなり、支援の輪プロジェクト全体会会場に掲示するとともに、
当日の企画の中でもご紹介いたしました。

　平成30年12月12日、大田区民ホール・アプリコにて「地域とつくる支援の輪プロジェクト 全体会」を開催しました。
　「地域とつくる支援の輪プロジェクト」は、平成29年3月に大田区で策定された「おおた 子どもの生活応援プラン」に基づき、子どもの貧困対策に取り
組む区民・地域活動団体などの【ネットワーク形成】と【自主的な活動を支援すること】を目的とした新規プロジェクトです。
　7つの区民活動団体で構成された準備会を今年度6月に立ち上げ、団体同士のネットワーク形成について検討し、全体会で報告しました。

　ひとり親家庭の小中学生を対象とした、体験型の学習支援「れいんぼう」は、複数の
社会福祉法人（大洋社、池上長寿園、大田幸陽会、大田社協）の地域公益的な取り組み
として実施しています。
　平成30年度は、体験プログラムの一環として、「子ども民生委員」に新たに取り組みま
した。

　「子ども民生委員」は、未来の福祉人材の育成を目的としています。地域の身近な相談
相手として地域福祉の推進を担う民生委員児童委員の活動を学ぶことで、子どもたちが
自分の住む地域や福祉について考えるきっかけをつくりたいと思い、企画しました。
　実施にあたっては、「大森東地区民生委員児童委員協議会」のみなさんと「社会福祉
法人善光会」の協力を得て、全3回のプログラムを行いました。

地域とつくる支援の輪プロジェクト 地域とつくる支援の輪プロジェクト 

れいんぼう 子ども民生委員 れいんぼう 子ども民生委員 

めざせ！ こども1000人アンケート！！！ 

　全体会のメインイベント！【コドモとトーーーク】では、16名の14歳～21歳までの子ども、若者に
登壇していただきました。その場でアンケートの内容や、普段思っていること、将来の夢について
本音で話していただき、来場した団体の方の質問にも答えてもらいました。
　とても素直で心に響く発言の数々に、集まった大人の多くが涙を抑えきれませんでした。
　子どもたちが、多くの大人の前で意見表明ができる場は限られています。「地域とつくる支援の
輪プロジェクト」では、当事者である子どもの声を大切に、誰もがこぼれることのない支援の輪を
大田区に広げていきたいと思います。

コドモとトーーーク

問い合わせ：地域連携係 ☎03-3736-2266 

問い合わせ：地域連携係 ☎03-3736-2266 

１２２９名

歳末たすけあい
募金を しよう③

高齢者福祉施設
を訪ねよう②

民生委員の
活動を学ぼう①

高齢者福祉施設の入居者
へのメッセージづくり
高齢者福祉施設の入居者
へのメッセージづくり

子ども民生委員「委嘱式」子ども民生委員「委嘱式」

※アンケート結果は社協HP「活動報告」をご覧ください。
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平成31年2月現在

　阪神・淡路大震災(1995年)以降、大規模な災害では、行政の
支援だけでなく、ボランティアによる支援が欠かせないものと
なっています。被災地には、多数のボランティアが集まることが
予想されますので、ボランティアをスムーズに現地に送り出すこ
とが必要です。
　災害ボランティアセンターは、大田区内で大規模な災害が発生
したとき、被災者の生活の安定と再建のために、円滑に活動が行
われるように調整役を務めます。

　災害支援は、時間の経過とともに必要とされる援助が変化して
いきます。災害ボランティアセンターでは、このような変化も
視野に入れながら必要な人材を確保して現地に派遣します。
また、ボランティア等の安全や健康に配慮し、必要な情報を提供
する後方支援活動も災害ボランティアセンターの役割です。
　大田社協では、災害ボランティアセンターの設置に備えて、
被災地に職員を派遣し、災害ボランティアセンターの運営につい
て調査したり実際にボランティアとして活動を行っています。

　災害ボランティアセンターの運営では、活動したいボランティアと
支援して欲しい被災者のニーズをマッチングし、安全な活動ができるよ
うに情報提供を行います。その一方で、ニーズの丁寧な聞き取りや、適
切な情報管理等、慎重に行わなければなりません。

　そのため、災害時を想定した運営訓練が必要になります。運営の方法は
地域によって様々ですが、運営訓練の様子をボランティア登録から活動ま
での流れに沿ってご紹介します。

広 告

問い合わせ：おおたボランティアセンター ☎03-3736-5555 

どのボランティアがどこで何の活動を
しているのか随時、情報を更新していき
ます。

ボランティアに、地理を詳しく案内しま
す。また、道具が必要な場合には貸し出
しも行います。

活動にあたっての注意事項や、現地の状
況等についてボランティアに説明を行い
ます。

活動をして欲しい人のニーズと活動した
い人とをマッチングします。複数人で活動
をする場合にはチーム編成やリーダーを
決めるグルーピングも行います。

活動をして欲しい人のニーズを丁寧・迅速
に、話を整理しながら必要な情報を聞き取
り、マッチング担当にニーズを伝えます。

まずボランティアセンターへ登録をしま
す。また、活動するときは保険加入をお勧
めします。

災害ボランティアセンター災害ボランティアセンター

ボランティア登録から活動までの流れボランティア登録から活動までの流れ
災害現場の様子 災害ボランティアセンター運営の様子 災害ボランティアセンターメッセージボード

①受付・保険加入①受付・保険加入 ③ボランティアとニーズのマッチング③ボランティアとニーズのマッチング ニーズ聞き取りニーズ聞き取り

②オリエンテーション②オリエンテーション マッチング記録マッチング記録 ④現地案内、送り出し④現地案内、送り出し ⑤活動開始⑤活動開始

活動したい人 活動して欲しい人
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大田区田園調布1丁目52-9ジェミコ1F大田区田園調布1丁目52-9ジェミコ1F

東急線多摩川駅徒歩1分
老人ホームをお探しならご相談下さい

共同募金へのご協力ありがとうございます共同募金へのご協力ありがとうございます

広 告

大田区
社会福祉協議会会長コラム大田区
社会福祉協議会会長コラム

　おおた成年後見センターは、「成年後見制度」についての「出前講座」を実施しています。平成31年1月には「成年後
見制度」を分かりやすくご紹介したＤＶＤを作成しました。
　出前講座では、実際に相談業務を行なっている職員の説明のほか、ＤＶＤを使って、成年後見制度の相談の流れや、
実際の相談の場面を視聴することもできます。
　「成年後見制度を知りたい」「老いじたくについて考えてみたい」という団体の方には、地域の勉強会などに職員が
お伺いしてご説明いたします。「出前講座」のご相談はおおた成年後見センターへ、お気軽にご連絡ください。
　また、DVDは社協HPでもご覧いただけます。

平成30年11月1日～平成31年1月31日

あたたかいご寄附をありがとうございましたあたたかいご寄附をありがとうございました

行きます！ 出前講座！！行きます！ 出前講座！！

お名前（順不同・敬称略） 金額（円）
東京土建大田支部 はすぬま分会
大森鶴渡町会
塩川　悦男
蒲田本町二丁目町会
小林　忠夫
宮澤　勇
糀谷生活学校
仲六郷一丁目町会 もちつき大会

5,558
52,721
15,000
20,000
16,396
3,000
40,000
8,200

お名前（順不同・敬称略） 金額（円）
公益社団法人 蒲田法人会 チャリティ寄席
公益社団法人 蒲田法人会 チャリティゴルフ
川嶋　尚久

鈴木　良平
東京都建設組合馬込支部
匿名（2 件）

332,712
92,000
10,000

5,739
15,514

100,000

165,000

アルプス電気株式会社
アルプス電気労働委員会

今から備える！老いじたく！！
一から学ぶ「成年後見制度」

みなさまからいただいた募金は、安心して暮らせる大田区を実現するため、地域福祉を推進する活動に活用させていただきます。

活動機会 募　金

歳　　　末
たすけあい
運　　　動

地域福祉
活　　動

育成・支援

募金が地域で
循環するしくみ

地域住民

活動機会 募　金

歳　末
たすけあい
運　動

地域福祉
活　　動

育成・支援

募金が地域で
循環するしくみ

地域住民

　区民のみなさま、歳末たすけあい運動募
金にご協力いただきありがとうございます。
　この活動の歴史は、昭和２７年にさかのぼ
り、要支援者への見舞金として配分されて
いました。現在は、時代の変遷とともに
「地域福祉推進」の具現化を図ることを目的
として使用されています。
　昭和から平成、そして新しい時代に、少し
の勇気と善意による、こうした活動により、
みんなが幸せに暮らせる世の中になること
を願っています。

問い合わせ：おおた成年後見センター ☎03-3736-2022

中島　寿美

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
募金総額　39,615,063円募金総額　39,615,063円

歳末たすけあい運動歳末たすけあい運動
募金総額　43,921,415円募金総額　43,921,415円

【募金の使いみち】
　お寄せいただきました募金は、東京都
共同募金会を通じて福祉施設・団体等の
支援、災害準備金のために役立てられます。

【募金の使いみち】
見舞金としてお届け　　6,025,000円
・要介護5の高齢者を在宅で介護されている方502名
・在宅で生活している重度障害の方703名

募金袋等事務経費　　　4,390,891円
地域福祉活動費　　　33,505,524円

大 森 東

大 森 西

入 新 井

馬 込

池 上

新 井 宿

嶺 町

田 園 調 布

鵜 の 木

久 が 原

雪 谷

千 束

糀 谷

羽 田

六 郷

矢 口

蒲 田 西

蒲 田 東

社協窓口等

合 計

962,910

2,680,823

1,464,611

3,839,634

3,177,273

1,735,942

1,793,250

1,377,484

1,711,200

2,103,762

2,512,523

1,531,418

2,107,870

2,157,013

3,224,118

2,160,009

2,445,321

2,555,357

74,545

39,615,063

974,381

2,873,242

1,537,433

3,782,536

3,135,276

1,728,014

1,867,215

1,367,017

1,994,086

2,149,995

3,628,957

1,958,025

2,138,567

2,199,282

3,275,043

2,349,682

3,891,208

2,849,285

222,171

43,921,415

地区等 赤い羽根
共同募金

歳末たすけ
あい運動

　NPO法人大身連、大根
ちゃま、れいんぼうのみな
さまに街頭募金にご協力
いただきました。
　また、バスケットボール
チームのアースフレンズ
東京Ｚのみなさんには、
試合の前後に大田区総合
体育館にて、募金を呼び
かけていただきました。

○募金の使いみちの詳細は、中央共同募金会のホームページでご覧いただけます。（http://hanett.akaihane.or.jp）

（アルプス電気）

（円）


